
経済学者 山﨑 雅人さん

名古屋大学減災連携研究センター

地域社会減災計画寄附研究部門准教授

低頻度大規模災害に

いかに備えるか

主催：名古屋大学減災連携研究センター
〒464-8601 名古屋市千種区不老町　tel: （052)789-3468

名古屋大学減災館減災ギャラリー

★事前申し込み不要
★コーヒーなど飲み物を１人１杯以上
     注文してくださいね。
★駐車場はありません。
　必ず公共交通機関をご利用ください。

名古屋大学減災館館減災ギャラリー
2017. 10. 16（月 )   18:00 ～ 19:30

Guest 

げんさいカフェは、「南海トラフ広域地震防災げんさいカフェは、「南海トラフ広域地震防災

研究プロジェクト」との共催で実施しています。研究プロジェクト」との共催で実施しています。

GEN SCIENCE CAFE 

げんさいカフェ
【第 77回】

Facilitator　　隈本 邦彦
江戸川大学教授／
名古屋大学減災連携研究センター客員教授

減災連携研究センターの研究者と市民が対話する月に１回のサイエンス・カフェ。
マグニチュード 9 クラスの南海トラフ巨大地震のように、発生頻度はきわめて低い
のだけれどひとたび起きたら被害が甚大、という災害に社会としてどこまで備えるべ
きか？これは立場によって意見が分かれるのではないでしょうか？そうした問題を

「費用便益分析」などの手法で研究している経済学者との討論で考えてみましょう。


